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論文内容の要旨

【目的}

左室心筋重量は心疾患の診断に臨床で用いられている。心筋重量増加に伴う左室肥大は、圧負荷や容量負荷の生体

防御反応として起こるが、本態性高血圧患者や冠動脈疾患、肥大型心筋症において予後不良という報告が

Framingham study をはじめ多数なされている。さらに心肥大の有無が人種や高血圧や冠動脈疾患の有無に関わらず、

他の危険因子とは独立した予後の規定因子になっていることがわかっている。 Dah10f らの臨床試験報告によると、降

圧薬の中でもアンギオテンシン変換酵素阻害剤が血圧の低下と正常化に伴い、最も左室肥大を退縮させる。このこと

から心筋重量の測定は心疾患の診断のみならず、予後を含めて治療経過を追う上で重要と考えられる。これまで左室

肥大を検出する手段として様々な方法が用いられてきた。心電図では左室肥大検出率が低いこと、左室造影は侵襲的

であり、 CT 検査では造影剤による副作用があること、 MRI 検査では術後やステントなど体内に金属がある場合検査

不可能などの欠点がある。そこで左室心筋重量を 99mTc-Tetrofosmin 心電図同期心筋 SPECT による左室自動辺縁抽

出 (QGS) を利用した左室心筋重量係数 (LeftVentricular Mass Index : LVMI g/m2 ) 算出ソフトウェアを用い心電

図同期 SPECT を用いて測定の正当性を心臓超音波検査法と比較しその有効性を検討した。

【方法}

対象は 179 人の患者。コントロール群 74 例、拡張型心筋症 10 例、肥大型心筋症 10 例、運動負荷心筋 SPECT で

虚血性変化を認めた虚血群 39 例、安静時心筋 SPECT 像で欠損を認めた陳旧性心筋梗塞 26 例、高血圧心疾患 20 例

の 6 群に分類された。心電図同期 SPECT と心臓超音波検査を 1 ヶ月以内に施行した。心臓超音波検査では M モード

にて Devereux らの方法を用いて左室心筋重量を測定した。安静時心電図同期 SPECT 検査では 99mTc-Tetrofosmin

を 740MBq 静注 1 時間後に撮像をした。 QGS により心内膜面及び心外膜面に固まれた領域の体積を左室心筋体積と

し、これに心筋比重(1.05 g/cm3) を掛け合わせることにより L刊日を算出した。このソフトウェアの妥当性を検計

するため、無作為抽出した 35 例を対象に SPECT 解析の再現性および心周期での測定値を検討した。さらに集積の

程度による影響を検討するため、陳旧性心筋梗塞患者 (26 例)に関しては安静時 99mTc-Tetrofosmin SPECT 画像局
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所心筋血流をスコア化し総欠損数として半定量的に算出表示した。

{成績】

全例における心電図同期 SPECT 検査と心臓超音波検査で、の左室心筋重量は良好の相関を示した (r=0.96、 P<

0.001) 。本検査の検者内、検者間の再現性は良好で、あった(各 r=0.99、 r=0.98 ともに Pく 0.001) 。また収縮末期

と拡張末期での左室心筋重量は、ほぼ一致しており (r=0.99 、 Pく 0.001) 、心周期での影響はみられなかった。し

かしながら、陳旧性心筋梗塞の患者では、心電図同期 SPECT 法による心筋重量は、心臓超音波法による心筋重量に

比し有意に低く (P<O.OOl) 、安静時心筋 SPECT 像での欠損の程度が高度な程、より過小評価していた。

【考察}

これまでの 201Tl や 99mTc-MIBI (hexakis 2-methoxyisobutyl isonitrile) による動物実験や動的ファントムや虚血

性心疾患での臨床報告がなされているが、今回の研究では、心電図同期である事、関値法よりも辺縁抽出法を用いて

いる事、心周期で左室心筋重量値に差のない事、虚血性心疾患だけでなく、色々な疾患を対象にしているなどの特徴

がある。 99mTc-'I‘etrofosmin 心電図同期 SPECT 法による左室心筋重量測定は、再現性が良好で、心周期に関係なく

ほぼ一定であり、心臓超音波検査法と比較して相関良好で、あった。ただし、高度の心筋血流低下のみられる陳旧性心

筋梗塞の場合には、左室心筋重量を過小評価し、その原因はカウント数の少ない辺縁を内側にトレースしているため

と考えられた。

【総括]

心電図同期 SPECT 法より求めた左室心筋重量は今後心肥大の診断、治療経過を追う上で有用と考えられ、今後心

筋血流、壁運動の検査と併せて、臨床応用されることが期待される。

論文審査の結果の要旨

左室肥大は人種差や高血圧や冠動脈疾患の有無に関わらず他の危険因子とは独立した予後規定因子であり、心肥大

患者の死亡率は高いことが報告されている。心筋重量の測定は、心疾患の診断、治療経過の追跡、予後の推定に重要

であると考えられる。辺縁抽出法を用いた 99mTc-Tetrofosmin 心電図同期 SPECT (QGS) が臨床応用されるように

なり、心筋血流と同時に心機能の評価が可能となったが、これまで、この方法を用いた左室心筋重量の測定の報告が

ない。

研究の目的は、 99mTc-Tetrofosmin 心電図同期心筋 SPECT (QGS) を用いて左室心筋重量を定量的に測定するこ

と、その測定精度を評価すること、その限界をあきらかにすることである。そこで再現性、心周期による測定値の変

動、心臓超音波法より求めた左室心筋重量との比較、各疾患における左室心筋重量を検討した。本検査の検者内およ

び検者間の再現性は優れ、測定値の心周期非依存性を確認した。全例における QGS と心臓超音波検査による左室心

筋重量指数は高い相関を示し、 QGS は超音波検査と同等の精度で測定可能で、あった。しかし陳旧性心筋梗塞患者にお

いて QGS による心筋重量指数は心臓超音波検査に比し低く、特に安静時心筋 SPECT 像での欠損の程度が高度なほ

ど、心臓超音波検査の左室心筋重量より過小評価する傾向が限界として認められた。

本研究から QGS により心筋血流や心機能の評価と同時に、左室心筋重量の測定が可能であることが判明した。さ

らに自動解析のため簡便で再現性が良好であり、さらに関値法でなく辺縁抽出法を用いることにより精度が良好であ

る。今後、心疾患の診断・治療指針の確立・経過を追跡する上で有効な情報源になると確信される今研究報告は、学

位の授与に値すると考えられる。
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